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机の上の さな変革小
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がついています。
　実を言うと、私自身もあらかじめ何か特定の答えがあ
ってこの関係を出したわけではないため、正解はありま
せん。
　強引に考えてみると、たとえば「人生でより早い段階
で覚える言葉」など、いくつかの尺度が見つかるのでは
ないかと思いました。物理的なサイズや量では難しそう
なので、身近さなどからアプローチすると気づける視点
があるかもしれません。

　このように、私たちは、どの視点から見ればこの２つ
の大小関係を成立させられるのだろうかと、問いを投げ
かけられたときに強引に解決する方法を見出そうとしま
す。興味深いのは、一見比較対象にならないと思えるよ
うなモノ同士であったとしても、何らかの大小の差が生
まれるようなポイントを発見してしまえるところです。
着眼の視点が「大小」と固定されているため、あとはど
の部分の特徴を取り上げるのかを探せばよくなります。
サイズや見た目の特徴から見つからなければ、属性やポ
ジションなど、だんだんとそのモノの外の要素を探って
いくことになるはずです。
　問いによって探索する領域を絞りながら、これまで考
えたことのない２つのモノの間のつながりを見つけるこ
とは、視点を変える有効なトレーニングになります。

問いから生まれる解決策

　今回は、比較の視点から物事の新しい関係を探る方法
について考えてみたいと思います。
　さっそくですが、次の関係が成り立つ状況はどのよう
なものがあり得るか考えてみてください。

１円硬貨 ＞ ５００円硬貨

　いかがですか？　不等号という記号は数の大小関係を
示すために使われる数学の記号のため、今回のような使
い方は本来の用途とは違うのですが、ここでは、あくま
で大小関係を示すための記号として考えてみてくださ
い。大きさも重さも額面も含めて、すぐに読み取れる既
知の情報とは明らかに真逆の、１円硬貨のほうが大きい
という向きに不等号がついているため、どのような関係
だと成立するのか、あれこれ考えられたのではないかと
思います。答えを言うと、これは硬貨自体の流通量（枚
数）を示した関係を表わそうと書いたものです。

❖　　　❖　　　❖

　それでは、もう１つ同じようにやってみましょう。こ
ちらの関係が成り立つ状況はどのようなものがあり得る
と思いますか？

りんご ＞ 地球

　いかがですか？　かなり規模の異なる２つのモノにつ
いて、私たちのイメージとはまったく逆の方向の不等号
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